
==================================================================== 
日商プログラミング検定 STANDARD（Python）サンプル問題 
解答・解説 
（ご提供いただった stp-sample-v2.pdf の問題に対する解答です） 
==================================================================== 
 
【知識科目】第１問（知識４択：20問） 
-------------------------------------------------------------------- 
 
1. 正解：②　py 
   解説：Pythonのスクリプトファイルの拡張子は「.py」。 
 
2. 正解：③　1 
   解説：「//」は切り捨て除算（floor division）を行う演算子。 
   5 ÷ 3 = 1.666… だが、小数点以下を切り捨てて 1 になる。 
 
3. 正解：① 
   解説：①「行の終わりは『;』で区切られるので、式の途中で自由に 
   改行することができる」は誤り。Pythonの行の区切りは基本的に 
   改行であり、「;」は複数の文を1行にまとめて書くときに使うもので 
   ある（④の内容）。①は「;」の役割を取り違えており、Pythonの 
   特徴として誤っている。②③④はいずれも正しい記述。 
 
4. 正解：④　% 
   解説：剰余（割り算の余り）を求める演算子は「%」。 
   例：7 % 3 は 1 になる。 
 
5. 正解：①　1ban 
   解説：Pythonの変数名は数字から始めることができない。 
   「1ban」は数字の1から始まっているため変数名として使用不可。 
 
6. 正解：④　3 Hello 
   解説：print(1+2, 'Hello') はまず 1+2 が計算されて 3 になり、 
   print の複数引数はデフォルトで半角スペース区切りで表示される。 
   文字列はクォートを付けずに中身だけが表示されるため「3 Hello」と 
   なる（カンマがそのまま表示されるわけではない）。 
 
7. 正解：①　(１)と(４) 
   解説：Pythonの and/or は「真偽値」ではなく「最後に評価した値」を 
   返す。 
   (1) 1 and 2 → 1は真なので2を返す → 2 
   (2) 1 or 2 → 1は真なので1を返す（2は評価されない）→ 1 
   (3) 0 and 2 → 0は偽なので0を返す（2は評価されない）→ 0 
   (4) 0 or 2 → 0は偽なので2を返す → 2 
   結果が2になるのは(1)と(4)。 
 
8. 正解：③　~0 
   解説：ビット演算を2進数で考える。 



   ① 10 & 0 = 0（AND、片方が0のビットは全て0） 
   ② 10 >> 4 = 0（1010 を右に4桁シフトすると全て消えて0） 
   ③ ~0 = -1（ビット反転。Pythonでは ~x = -x-1 なので ~0 = -1） 
   ④ 10 ^ 10 = 0（同じ値同士のXORは常に0） 
   結果が0にならないのは③のみ。 
 
9. 正解：③　case 3 
   解説：x=-1のとき、x > 0 は False、elif x == 0 も False なので、 
   else節の print('case 3') が実行される。 
 
10. 正解：① 
    解説：「x が0より大きいとき実行すべき処理は何もなく、それ以外の 
    ときOKと表示する」という仕様（つまり if x <= 0: print('OK') と 
    同じ動作）に対して、 
    ①「if x > 0: （何も書かず） else: print('OK')」は、if の本体 
    （実行すべき処理）が完全に空になっており、Pythonの構文としては 
    このままではインデントブロックが存在せず IndentationError 
    （構文エラー）になってしまう。if 本体を意図的に「何もしない」 
    にするには pass を書く必要があるため、①は誤り（正しく動作しない）。 
    ②は pass を使ってif本体を明示的に「何もしない」としており正しく 
    動作する。③④は条件を x <= 0 に書き換えることで同じ動作を実現して 
    おり、いずれも正しい。 
 
11. 正解：①　10 
    解説：while...else は、whileループがbreakされずに正常終了した 
    場合にelse節が実行される。 
    x=0から始まり、x = x + 1 を10回繰り返すと x は 0→1→2→…→10 と 
    変化し、x=10になった時点で条件 x < 10 が False になりループが 
    終了する（breakは使われていないため正常終了）。そのためelse節の 
    print(x) が実行され、10 が表示される。 
 
12. 正解：①（1,2,3,4がそれぞれ改行で表示される） 
    解説：range(1, 5) は 1, 2, 3, 4 を生成する（5は含まれない）。 
    print(x) は毎回改行して表示するため、1,2,3,4がそれぞれ別の行に 
    表示される。 
 
13. 正解：④　4 
    解説：リストの負のインデックスは末尾からの位置を表す。 
    L1[-1] はリストの最後の要素を意味するため、L1 = [1,2,3,4] の 
    最後の要素である 4 が返る。 
 
14. 正解：①（1,2,3,4が1つのリストとして横一列に並ぶ構成） 
    解説：リスト同士の「+」演算子は要素をそのまま連結する。 
    [1,2] + [3,4] は2次元配列になるわけではなく、[1,2,3,4] という 
    1つのフラットな（1次元の）リストになる。したがって、4つの要素が 
    1行に並んだ構成が正しい。 
 
15. 正解：④　data.append('sq') 



    解説：リストの末尾に新しい要素を追加するメソッドは append()。 
    insert(0, 'sq') は「先頭」に挿入するメソッドであり、末尾への 
    追加ではない点に注意。index() は検索、count() は個数を数える 
    メソッドで、追加とは無関係。 
 
16. 正解：④（Helloの後にWorldが改行して表示される） 
    解説：S = ['Hello', 'World'] はリストで、for str in S は 
    リストの各要素（文字列そのもの）を順番に取り出す。文字を1文字 
    ずつ取り出すわけではないので、'Hello' と 'World' がそれぞれ 
    1つの文字列としてそのまま、別の行に表示される。 
 
17. 正解：②　colors.keys() 
    解説：辞書からキー（この場合は色の名前）だけを取り出すメソッドは 
    keys()。値だけなら values()、キーと値のペアなら items()。 
 
18. 正解：①　{'r', 'l', 'H', 'W', 'e', ' ', 'd', 'o'} 
    解説：set() は文字列を渡すと、その文字列に含まれる文字を1文字 
    ずつ取り出し、重複を除いた集合（合計8種類の文字：H, e, l, o, 
    半角スペース, W, r, d）を作る。'Hello World' の中で 'l' や 'o' が 
    複数回登場しても、集合の中には1つずつしか残らない。 
 
19. 正解：②　11.5 
    解説：dict.get(キー, デフォルト値) は、キーが辞書に存在すれば 
    その値を、存在しなければ指定したデフォルト値を返す。'L' という 
    キーは d = {'A':12.5,'F':11.0,'S':9.7,'T':9.5} には存在しない 
    ため、指定されたデフォルト値の 11.5 が返る。 
 
20. 正解：④　len(S) 
    解説：文字列の文字数（長さ）を求める組み込み関数は len()。 
    count() は特定の文字の出現回数を数えるメソッドであり、文字数 
    全体を求めるものではない。 
 
 
【知識科目】第２問（穴埋め：2問） 
-------------------------------------------------------------------- 
 
【問題１】外れ値検出（四分位数・IQR） 
 
【１】正解：(4) np.percentile(np_list , [75 , 25]) 
    解説：q3, q1 = ... という形で2つの変数に同時に代入するには、 
    np.percentile に「パーセンタイルのリスト [75, 25]」を渡し、 
    2つの値（第3四分位・第1四分位）をまとめて計算する必要がある。 
    (2)や(3)は片方の値しか返さないため、q3とq1の2つに代入できず 
    エラーになる。 
 
【２】正解：(2) q1 - (iqr * 1.5) 
    解説：下限（lbound）は「第1四分位から、四分位範囲の1.5倍を 
    引いた値」。図1の箱ひげ図の下側の範囲（iqr×1.5）に対応する。 



 
【３】正解：(4) q3 + (iqr * 1.5) 
    解説：上限（ubound）は「第3四分位に、四分位範囲の1.5倍を 
    足した値」。図1の箱ひげ図の上側の範囲（iqr×1.5）に対応する。 
 
【４】正解：(2) x < lbound or x > ubound 
    解説：外れ値は「下限より小さい」か「上限より大きい」データの 
    どちらか一方に当てはまるものなので、and ではなく or で結ぶ 
    必要がある。(1)や(4)のand を使う書き方では、下限より小さく 
    かつ上限より大きい、という両立しない条件になってしまい、 
    外れ値が正しく検出できない。 
 
 
【問題２】曽呂利新左衛門の米粒（倍々ゲーム） 
 
【１】正解：(3) d = 1 
    解説：1日目の米粒は1粒なので、繰り返しに入る前の初期値として 
    d（今日の米粒数）に1を代入しておく必要がある。 
 
【２】正解：(4) d * 2 
    解説：米粒は「前の日の倍」に増えていくので、d = d * 2 で 
    前日の米粒数を2倍にして今日の米粒数を求める。 
 
【３】正解：(1) S + d 
    解説：総米粒数（累計）は、これまでの総米粒数 S に、今日新たに 
    もらった米粒数 d を加算して更新する。 
 
【４】正解：(3) n 
    解説：while ループを抜けた時点の n（日数）が「何日目に 
    100万粒を超えたか」の答えになる。dはその日の米粒数、Sは 
    総米粒数であり、どちらも「日数」そのものではないため誤り。 
 
 
【知識科目】第３問（読解：1問） 
-------------------------------------------------------------------- 
 
正解：①　123456 を素因数分解したときの因数を表示する。 
解説：s = int(math.sqrt(n)) で n の平方根（の整数部分）までの 
範囲を調べる。for i in range(2, s) の中で、while(n % i == 0) を 
使って n が i で割り切れる限り繰り返し i で割り続け、割った i を 
result に記録していく（同じ素因数が複数回登場する場合はその回数分 
resultに追加される）。最後に残った n（1になっていなければそれ自体も 
素因数）を result に追加して表示する。これは典型的な「素因数分解」の 
アルゴリズムである。 
 
 
【実技科目】 
-------------------------------------------------------------------- 



 
【問題１】0/1の2値分類（閾値処理） 
 
【１】正解：if x < th 
    解説：「x が th 未満であれば0、th以上であれば1」という仕様に 
    対応する条件式は「x < th」。流れ図ではTrue側（条件が成立した 
    とき）に「結果←0」が接続されているため、条件がTrueのときに 
    0になるよう「x < th」を条件にする。 
    プログラム全体は次のようになる： 
      if x < th: 
          kekka = 0 
      else: 
          kekka = 1 
    問題文のx=0.6, th=0.6の場合、x < th は False（0.6は0.6未満では 
    ない）なので、実行結果は kekka = 1 になる。 
 
 
【問題２】標準偏差の計算 
 
【１】正解：x in data_list 
    解説：リストの各要素を1つずつ取り出して処理するための書き方。 
    平均を求めるループ（total = total + x）と、分散を求めるための 
    ループ（total2 = ...）の両方で、同じ「for x in data_list:」と 
    いう繰り返し構造を使う。 
 
【２】正解：total2 + (x - average) ** 2 
    解説：分散は「各データと平均の差（偏差）を2乗した値」の合計を 
    データ数で割ったもの。差を2乗することで必ず正の数になり、 
    プラスとマイナスの偏差が打ち消し合わないようにしている。 
    total2 にこの2乗した偏差を1つずつ加算していく。 
    （最終的に v = total2 / len(data_list) が分散、 
    s = round(math.sqrt(v), 1) がその平方根＝標準偏差になる。） 
 
 
【問題３】度数分布表の作成 
 
【１】正解：x // size 
    解説：得点 x を刻み幅 size（100 // 5 = 20点刻み）で割った商が、 
    そのままその得点が属する区分（0点台、20点台…という5つの区分の 
    どれか）の番号になる。ただし、ちょうど区切りの点数（20点、40点 
    など、sizeの倍数）のときは、本来1つ下の区分に含めたいため、次の 
    「if x % size == 0: i = i - 1」で調整している 
    （例：得点が丁度20点のときは「0点から20点」の区分に含めたいので、 
    20 // 20 = 1 ではなく、1つ下げて 0 にする）。 
 
【２】正解：dosu[i] + 1 
    解説：該当する区分（インデックスi）の度数（人数）を1人分 
    増やす（カウントアップ）。 



 
【３】正解：i in range(0, n, 1)　（＝ range(n) と同じ、i を 0 から 
    n-1 まで1ずつ増やしながら繰り返す） 
    解説：n個（この問題では5つ）の区分すべてについて、それぞれの 
    得点範囲（0点から20点、21点から40点…）と人数を順番に表示する 
    ため、i を 0 から n-1（4）まで1ずつ増やしながら繰り返す。 
    ループの中では、i が 0 のときだけ特別に start（表示する得点の 
    開始値）を 0 にし、それ以外は「i * size + 1」（前の区分の 
    終わりの次の点数）を start にすることで、「0点から20点」 
    「21点から40点」……という重複のない区分表示を実現している。 
 
 


